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第
１
回
会
合

の
開
会
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
マ

ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ

ン
代
表
取
締
役

社
長
中
西
主
氏

は
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
・
業
態

の
企
業
と
垣
根
を
超
え
た
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
し
て
い
く
上
で
、
日
本
の

保
険
業
界
は
遅
れ
を
取
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
、

「
マ
ー
シ
ュ
が
こ
の
よ
う
な

中
期
的
な
戦
略
に
投
資
す
る

の
は
珍
し
い
こ
と
だ
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
決

意
の
表
れ
で
も
あ
る
。
必
ず

し
も
営
利
目
的
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

集
ま
っ
て
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
議
論
し
、
新
し
い
流

れ
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
」

と
組
織
発
足
へ
の
思
い
を
語

っ
た
。

　
次
に
、
組
織
に
つ
い
て
、

マ
ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の

出
口
カ
ル
ナ
氏
が
紹
介
し
、

今
後
は
、
マ
ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ

ン
、
ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
、
ア
イ
リ

ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

３
法
人
が
幹
事
会
社
と
な
っ

て
、
年
１
～
２
回
の
頻
度
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定

で
次
回
は
夏
ご
ろ
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
組

織
の
入
会
費
・
年
会
費
は
無

料
で
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

費
も
無
料
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
イ
リ
ッ
ク
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
営

業
本
部
営
業
企
画
管
掌
兼
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長
の

建
部
賢
二
郎
氏
が
「
Ａ
Ｐ
Ｉ

接
続
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
自
社
の

施
策
を
紹
介
し
た
。

　
後
半
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
損
保
業
界
で
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
接

続
と
そ
の
展
望
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

マ
ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
バ
イ
ス

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
樫
井
庸
佐

氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
に
、
Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
Ｏ
シ
ス
テ
ム
ズ
取
締
役

副
社
長
執
行
役
員
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の

小
澤
淳
氏
、
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損

害
保
険
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
Ｃ
Ｉ

Ｏ
兼
執
行
役
員
の
ノ
エ
ル
・

ケ
レ
イ
タ
氏
、
東
京
海
上
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
事
業
戦
略

部
部
長
兼
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室

長
の
渡
部
光
明
氏
、
三
井
住

友
海
上
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ー
ム
長

の
加
藤
大
輔
氏
ら
が
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
樫
井
氏
か
ら
の
「
Ａ
Ｐ
Ｉ

連
携
を
す
る
と
今
の
仕
組
み

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
」
「
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る

日
系
損
保
の
立
場
か
ら
見
た

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
」
「
伝
統
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ー
ム
か
ら
の
変
化
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い

っ
た
質
問
に
対
し
、
参
加
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
意
見
を
真
摯
に
語
り
合
っ

た
。

　
最
後
に
マ
ネ
ー
ツ
リ
ー
事

業
部
長
兼
常
務
取
締
役
・
共

同
創
業
者
の
マ
ー
ク
・
マ
ク

ダ
ッ
ト
氏
と
ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
尾
花
政

篤
氏
に
よ
る
対
談
「
保
険
Ａ

Ｐ
Ｉ
が
も
た
ら
す
一
般
消
費

者
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
が
行

わ
れ
、
両
者
は
海
外
事
例
の

紹
介
を
交
え
つ
つ
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
は
、
組
合
員
・

利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
Ｊ

Ａ
共
済
と
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
で
携
帯
端
末

機
（
Ｌ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

ｔ
’
ｓ
端
末
機
、

以
下
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
）
の
共
同

利
用
を
１
月
か
ら

開
始
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
共

同
利
用
は
、
Ｊ
Ａ
に
お
け

る
複
合
渉
外
担
当
者
（
Ｊ

Ａ
共
済
の
共
済
業
務
と
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
の
信
用
業
務
の

双
方
を
担
当
す
る
渉
外
担

当
者
）
の
負
荷
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
組
合
員
・

利
用
者
と
の
接
点
を
よ
り

一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
始
す
る
も
の
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
と
農
林
中

央
金
庫
が
新
た
に
共
同
開

発
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、
従
来
、
Ｊ
Ａ
共
済
に

お
い
て
展
開
し
て
い
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ベ
ー
ス

と
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
共
済

で
活
用
し
て
い
た
「
保
障

提
案
」
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

に
よ
る
契
約
申
込
み
手
続

き
」
「
自
然
災
害
時
の
建

物
損
害
調
査
」
「
農
業
リ

ス
ク
診
断
」
等
に
、
新
た

に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
「
ロ
ー

ン
や
資
産
形
成
・
資
産
運

用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
や
「
集
金
サ
ー
ビ

ス
」
等
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
業
務
効
率
化
に
よ
る

渉
外
担
当
者
の
負
荷
軽
減

と
と
も
に
、
組
合
員
・
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
複
合
渉
外
担
当

者
が
利
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
１
月
時
点
で

43
県
、
３
４
４
Ｊ
Ａ
で
計

約
１
万
５
５
０
０
台
を
導

入
・
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
に
追
加
し
た
信

用
業
務
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
同
月
か
ら
一
部

県
域
で
利
用
を
開
始
し
て

お
り
、
今
後
順
次
利
用
県

域
を
拡
大
し
て
い
く
予

定
。

　
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
共
済
で

実
施
し
て
き
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
用
い
た
共
済
事

業
に
加
え
、
新
た
に
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
に
お
け
る
「
情
報

照
会
」
「
ロ
ー
ン
や
資
産

形
成
・
資
産
運
用
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
提
案
」

な
ら
び
に
「
集
金
サ
ー
ビ

ス
」
が
可
能
と
な
る
こ
と

で
、
組
合
員
・
利
用
者
の

利
便
性
向
上
を
図
り
、
総

合
的
な
提
案
・
相
談
対
応

（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー

ト
）
を
実
現
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
と
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
で
は
、
今
後
も
組
合
員

・
利
用
者
へ
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
に

向
け
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

お
よ
び
渉
外
業
務
効
率
化

に
取
り
組
み
、
組
合
員
・

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
と
し
て
い
る
。

　
マ
ー
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
は
１
月
16
日
、
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
企
業
の
ｈ

ｏ
ｋ
ａ
ｎ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
イ
リ
ッ

ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
共
同
で
「In

su
ran
ce A

P
I O
rg
an
iz

ation

」
を
発
足
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
同
日
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
（
東
京
都
港
区
）
で
第
１
回
会
合
を
開
催
し
た
。
同
組
織

は
、
保
険
業
界
で
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
利
便
性
や
技
術
的
な
課
題
、
運
営

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
組
織
参
加
者
同
士
や
隣
接
業
界
で
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
接
続
を
模
索
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
定
め
、
将
来
的
に
は
オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
視
野
に
、
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
メ
リ
ッ
ト
を

共
有
し
な
が
ら
新
た
な
保
険
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
目
指
す
と
い

う
。
第
１
回
会
合
に
は
保
険
業
界
関
係
者
を
中
心
に
１
５
０
人
を
超
え

る
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

保
険
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

保
険
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
目
指
す

「Insurance API Organization」発足
マーシュジャパン、ｈｏｋａｎ、アイリックコーポレーション

満席の会場

損保会社を交えて行われたパネルディスカッション

ＪＡ共済連／ＪＡバンク
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
共
同
利
用

業
務
効
率
化
、利
便
性
も
向
上

　
第
一
生
命

　
第
一
生
命
は
２
０
１
９
年

12
月
31
日
付
で
次
の
役
員
人

事
を
行
っ
た
。

　
▽
退
任
（
常
務
執
行
役

員
）
山
本
辰
三
郎

　 

（
注
）
引
き
続
き
第
一
生

命
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
常

務
執
行
役
員
を
務
め
る
。

役
員
人
事


